
超高速大規模解析手法「理想化陽解法FEM」
大阪府立大学大学院 柴原研究室

理想化陽解法FEMを用いることで、これまで
解析出来なかった大規模問題が解析可能に

理想化陽解法FEMの流れ

溶接力学解析はモノづくりに
おいて有用なツールであるが
解析速度が遅いのが問題

建設機械分野：
溶接組み立てシミュレーション

実験結果 解析結果

節点数:608,394
要素数:502,308
溶接線:28本
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建機構造体・実大モデル

溶接順序を考慮した
最適な施工条件が可能

最終変形時の
台座部の平面度が問題

実際の溶接条件を再現し,
解析結果と実験結果が良好に一致

船舶海洋分野：
船舶の建造シミュレーション

• 船体二重底ブロックを模擬したモデル
• パーツ数：42 ・溶接線：69本
•総節点数：550万 (1650万自由度)
• 総要素数：440万
• 総荷重ステップ数：20万

1650万自由度の
溶接組立解析が可能

変形解析結果

過渡応力分布

溶接変形・残留応力・割れの

実大構造物の解析が可能

自動車分野：スポット溶接時の
適正施工条件の事前予測

溶接施工条件の最適化により,
車体の軽量化・製造コストの
削減・製造工程の短縮が可能

日産自動車
HPより

◎安価（1打点1円以下）
◎工程時間が短い
◎ひずみが少ない
◎軽量化につながる

短時間・低コストで
適正施工条件の選定が可能

溶接施工条件の選定

柴原研究室に興味を持たれた方は,ぜひホームページをチェック
http://www.marine.osakafu-u.ac.jp/~shibahara/

柴原研究室研究成果

平成28年1月22日
日経産業新聞朝刊8面

平成28年8月30日
日本経済新聞夕刊1面

平成29年6月30日
電気新聞2面

理想化陽解法FEMは、多くの新聞・雑誌
に取り上げられ注目されている

自動車関係
トヨタ自動車
日産自動車
カルソニックカンセイ
ホンダエンジニアリング
マツダ
住友ゴム

造船・重工関係
三菱重工
川崎重工
IHI

ジャパンマリンユナイテッド
今治造船

住友重機械マリンエンジニ
アリング
日立造船

電機関係
パナソニック
日立製作所
ダイキン工業

建機関係
コマツ
日立建機
日本ニューマチック工業
タダノ

鉄鋼・インフラ関係
日本製鋼所
神戸製鋼所（藤沢）
神戸製鋼所（西神）
神鋼溶接サービス
新日鐵住金ステンレス
新日鐵住金
新日鉄住金エンジニアリングﾞ
高田機工

日本ダイヤモンドエンジニアリ
ング

ものづくり産業
正栄工業
ゼニライトブイ
加美スタッド
野田金型
神山鉄工所
関西設計

FEMベンダー関係
理研ベンチャーASTOM

JSOL

CTC伊藤忠ソリューションズ
テクノスター
NST

原子力関係
原子力研究開発機構
発電技術設備検査協会

共同研究企業 ※理想化陽解法FEMを導入済みの企業
→社内の溶接解析ツールとして採用

1点目溶接後

2点目溶接後 3点目溶接後

溶接順序により分流量が変化
→適正施工条件が変化
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要素数 935,904
節点数 803,500

多点スポットシミュレーションを実現

von Mieses
相当応力分布

電極

1点目溶接後


